
12 月 7日（水）のプログラム 今後のプログラム

第20回
例 会

12:30

13:30

会員/ 75名　出席/ 54名　出席率/ 72.0%

メイクアップ/ 21名　修正/ 75名　修正率/ 100.0%　　

１２月１４日（水） 
 誕生祝い・IAC国際理解研修報告
 クラブ年次総会
 （会長ノミニー及び次年度役員・理事発表）
 第7回夜間理事会　PM6:00～
 (於 茶寮おりおり)
 成蹊高校IAC例会　PM4:45～
１２月２１日（水）
 米山奨学生スピーチ　
 家族クリスマス忘年会（夜間例会）

1.開会点鐘
2.国家斉唱
3.ロータリーソング　「奉仕の理想」
4.四つのテストの唱和
5.来訪者紹介と会長挨拶
6スマイリングBOXの報告
7.ロータリーの友読みどころ
8.米山奨学金授与
9.成蹊高校福島南RC奨学金授与
　校長先生挨拶
10.お食事をどうぞ
　  幹事報告
11.会員スピーチ（植木 洋司 会員）
12.各委員会報告
13.閉会点鐘

2016 -2017年度 福島南ロータリークラブ会長

会長 佐久間 功会長挨拶

月 日 (水)11 30
例会場：福島サンパレス

平成２８年

RI会長　ジョンF.ジャーム　テーマ「人類に奉仕するロータリー」
RI第2530地区ガバナー　佐久間 英一
福島南ロータリークラブ　会長　佐久間 功　幹事　横山 りつ子

目標「明るく、元気に広がる奉仕の輪」

事務局：〒960-8151 福島県福島市太平寺字過吹 6-2 ザ・36・メイファイブ 1F2号室　TEL025-546-3793 FAX024-545-7878
HP：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html  MAIL：f-southrotary2530@inaka.ne.jp
例会場：サンパレス福島 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30　TEL024-523-3811( 代 )   FAX024-523-0375

地区情報・第一分区・関連情報
12月7日(水 )
　第一分区会長・幹事会
12月9日(金 )10日(土 )
　IAC国際理解研修
12月11日(日)
　2017年度米山奨学生選考試験
1月4日(水）
　市内ロータリークラブ合同新年例会

　米山記念奨学生による体験発表会が 11 月 23 日郡山市で行われました。奨学生の有意義
な発表が行われたようです。後程報告がありますので楽しみにしております。米山奨学生と
言えば、昨年度の受け入れ奨学生「楊 婷婷」さんから、先日早朝の福島県沖地震について被
害が無かったかどうかのメールを頂きました。御心配頂いたことを皆様にお伝えいたします。
　ところで、今朝の新聞に読者からの投稿記事に驚く内容がありましたのでお話しします。
それは、70 歳の男性ですが、昭和 50 年代から献血を始めて、70 歳になるまでなんと 275

回も献血をしたという内容です。規定で 70 歳からは献血が出来ないそうですが、今後は違う形での社会奉仕をしていきたい
との思いを綴られていました。奉仕には様々な方法があることを改めて認識しました。言うまでもなくロータリーは、職業奉
仕が基本です。
　さて、皆様にお伝えしなければならないことがあります。私事で恐縮ですが、体の不調で 12 月に入院手術を行うことにな
りました。従いまして、12 月から 1 月上旬にかけて例会に参加できなくなります。その間の会長代理は、齋藤副会長にお願
いしておりますので、理解いただきたいと存じます。楽しみにしていましたクリスマス例会に参加できないのが心残りです。
　十分養生してカムバックしますので我ままをお許し願いたいと思います。
　これからますます寒くなってきます。皆様もお体をご自愛ください。
　12月のＲＩレートは。1ドル 106円との事です。

RI第2530地区 県北第1分区 2016 -20 17年度　
福島南ロータリークラブ会報

2016-2017 年度　福島南 RC

鈴木 光一 副幹事

地区ロータリー財団セミナー報告及び米山学友会体験発表参加報告

三瓶 弘樹 会員
会員スピーチ

　お久しぶりです、米山奨学生の楊 婷婷です。
　今日の朝に、地震によって、福島に津波が来るニュー
スを見て、すごく心配しています。現在は、どうなって
いますか。皆さんが安全にしていますか。
　皆さんが無事のメールを待っています。
　無事になることを祈っております。
      楊 婷婷

　皆さんこんにちは、三瓶です。私の仕事は
ビルメンテナンス業です。ビルメンテナンス

業を続けているのには２つの理由があります。１つ目父親が創
業した会社であるという事と、もう一つはアメリカで行われて
いる BID という制度を日本で実現したいという目標があるため
です。福島で生まれ育ち思うことは、本当の地域活性化のた為
には官民が一体となって政策を行う必要があると私は考えてい
ます。目標実現に向けて精進していきたいと思いますので、今
後もご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

１．地区ロータリー財団セミナー報告　
財団研修会が､11月 27日 ( 日 ) に郡山ﾋﾞｯｸｱｲにて開催され出席をしてまいりました｡世界で良いことをしよう。
佐久間英一ｶﾞﾊﾞｰ･鈴木邦典ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ･の挨拶があり研修会に入りました｡橋本芳家･地区財団委員長からは､財団

補助金の申請は､今年12月19日まで申請を、まだ1件しか申請が上がっておりませんので宜しくお願いしますとの事でした。財団寄付額は、
年間一人あたり（15,000 円）１５０ドルの目標と、一人でも協力者が０とならないようにとのお願いがありました。
　青木資金推進委員長からは、あと少しでメジャードナーになる方が県内約１０人程いらっしゃるので寄付の協力のお願いとの言葉もありま
した。
　財団の申請は、My ROTARY のネットより財団申請書をダウンロードしてご使用下さいとの事でした。地区にグローバル補助金残高が沢
山あるので、グローバル補助金を活用して、他クラブ・海外クラブなどと連携しての申請もご検討下さいとの事でした。
　寄付上３位までのクラブの表彰もあり。１位・郡山西北ＲＣ、２位・福島中央ＲＣ、３位・いわきさくらＲＣでした。以上。
２．米山学友会体験発表参加報告
　１１月２３日（水）勤労感謝の日に米山奨学生の体験発表会へ、横山幹事と私（鈴木）が出席をしてまいりました。チンタカ クマーラさ
んの司会のもと、第２５３０地区学友会理事の白澤郷双（シラサワ　キュウソウ）様の開会の言葉、佐久間英一ガバナー挨拶、米山奨学会・
加藤義朋委員長と米山奨学会・武田和夫常務理事の来賓挨拶の後、ミヤンマー・ベトナム・アメリカ・韓国・ネパール・モンゴル・中国・台
湾など各国から第２５３０地区に来て大学院や大学・専門学校で学んでいる１４名から各自様々な体験があり、その中でモンゴルから来てお
りますサインブヤン・オドバヤルさんは（南相馬 RC 所属）福島で今後も仕事をして行きたいとの抱負でした、オドバヤルさんは菅原直前会
長の FM ポコの水曜日の番組にも出ている活発な活動しているようです当クラブにも機会があればメークアップしたいとも言っておりまし
た。その他では、ベトナムから来ているチャン・グエット・ティビックさんはロータリークラブからの支援のおかげでアルバイトをしていま
したが奨学金を頂けるようになりアルバイトをしなくて良くなり学業の成績も上り感謝の気持でいっぱいとも言っておりました。
　奨学生みなさんからは、ロータリアンの皆様とふれ合い例会を通じてばかりでなく、家族同様のお付き合いを頂き色々な奉仕活動を通じて
日本の仕組や風習や自国との違いにも気付くなど勉強となることも言っておりました。
　セッションⅡの交流会では各国の手作り料理がテーブルにならべられ、ベトナム・台湾・モンゴル料理など中でも中国の餃子が一番美味し
かったでした。奨学生の皆さんが日本に来て精一杯頑張っている事を体験出来私も勉強になりました。以上。

国際奉仕委員会
吉田 和義 委員長

ゴルフ部会
菅野 和宏 部会長

国内旅行のお知らせ

ゴルフコンペ報告

　２０１７年２月１９日 ( 日 )～２０１７年
２月２１日の期間で九州へ２泊３日の家族親
睦旅行を企画しております。費用は１名様に
つき１２７，０００円となります。皆様のご
参加お待ちしております。

　２０１６年１１月２７日 ( 日 ) 福島民報
コースにて第４回福島南 RC ゴルフコンペが
開催されました。優勝は三瓶弘樹会員、準優
勝は伊藤弘子会員でした。
　

親睦活動委員会
菊地 和宏 委員長
家族クリスマス忘年会 PR

　１２月２１日（水）は例会終了後、家族クリスマス忘年
会となります。大抽選会を行いますので、2,000 円程度
の景品の協賛をお願い致します。
　皆様の出席をお待ちしております。

準備委員会  松﨑 弘昭 会員

準備委員会報告
 2016-2017 年度 
 市内ロータリークラブ合同新年例会について

◇　1つ目のお願い（集合時間）
　準備委員会の担当責任者は午前 10 時 30 分、それ以外の会員の方々
は 11時に集合。ホテル辰巳屋 8Ｆ瑞雲外 2 室を使用。
◇　2つ目のお願い（お出迎え）
　集合したら名札とタスキを受け取り入口前に整列して元気にお迎え。
　参加者は、来賓、市内 8クラブ、メークアップの飯坂ＲＣ、米山奨学生、
　各クラブ事務局を合わせて約 300 名を予定。
◇　3つ目のお願い（役割分担）
　理事・役員を中心とした準備委員会を組成。
　各役割の担当責任者からの要請があった場合にはご協力をお願い。
　知事や市長がお出でになるこのような行事は、絶好の広報の場。
　主催者側がどのような姿勢で運営しているか、ＲＣはどのような団体
　なのか、良く見られていることを意識して運営。

　2015-2016 年度の米山奨学生から地震被害を心配さ
れメールが届きました。
　福島県は報道の様な被害はなく、全員無事で安心して
下さいと事務局より返信致しました。ありがとう ! 楊 婷
婷さん。

福島成蹊高等学校 IAC例会報告
青少年奉仕委員会　伊藤 紘一 委員長

 　平成 28年 11月 30日、福島成蹊高等学校にて第 6回 IAC例会が
行われました。参加者は 10名でした。今回は 9月に引き続き２回目の
ロータリアンと生徒がテーブルを囲んでディスカッションを行いまし
た。成蹊高校の学校行事などで参加生徒が18名と少なかったのですが、
テーブルにロータリアンが２名、生徒が４名程度で、30分間職業の話
などをし、時には生徒に質問しながら楽しくディスカッションをしまし
た。
 　ロータリアンの会社名、職業をあらかじめテーブルにわかるように
して、生徒の希望で席に座れるように行ったのが良かったと思います。


